










研究目的 

昨年度の本研究のテーマとして我々は正常成熟新生児の大泉門圧測定を行い,出生直後か

ら生後 7日までの大泉門圧の経時的変化を報告した。その結果は生後 24時間以内の大泉門

圧はそれ以後の大泉門圧値より低かった。また同時に測定した脳灌流圧は生後 12時間まで

低下し,以後再び上昇することを認めた。今年度は極小未熟児の大泉門圧と脳潅流圧を測定

し,その経時的変化を調べた。またこの 2つのパラメーターより推察される極小未熟児の頭

蓋内出血の危険因子についても考察した。 


